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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 5,338 △6.4 △343 ― △370 ― △370 ―
23年3月期第2四半期 5,708 1.1 △206 ― △238 ― △274 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △377百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △297百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △61.61 ―
23年3月期第2四半期 △45.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 9,427 3,485 36.9
23年3月期 10,444 3,935 37.6
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  3,485百万円 23年3月期  3,935百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
連結業績予想の修正については、本日（平成23年11月10日）公表いたしました「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 4.0 △250 ― △300 ― △300 ― △49.94

ynatori
新規スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 6,050,000 株 23年3月期 6,050,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 43,684 株 23年3月期 43,684 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 6,006,316 株 23年3月期2Q 6,007,169 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による景気減退から回復の兆しがあったものの、

海外経済情勢などに起因する円高の進行などにより、依然として不透明な状況が続いております。 

 当業界につきましては、第１四半期連結累計期間と同様に全海域で漁獲不振が継続し、またインド洋海賊問題にも

収束の兆しは見えておりません。各運航船は引き続き積荷確保のために航海日数の伸長を余儀なくされております。

さらに燃料油価格の高止まりも大きく影響し、当第２四半期連結累計期間の営業成績はグループ売上高53億３千８百

万円（前年同期比３億６千９百万円 6.4％減）、営業損失３億４千３百万円（前年同期は営業損失２億６百万

円）、経常損失３億７千万円（前年同期は経常損失２億３千８百万円）、四半期純損失３億７千万円（前年同期は四

半期純損失２億７千４百万円）となり、減収減益となりました。                        

   

 セグメントごとの業績は、次のとおりであります。  

 ① 海運事業 

 海運事業につきましては、まぐろ漁獲不振などによる集荷量の減少に対して効率運航を強力に推し進めております

が、運航各船の１航海あたりの日数短縮に顕著な改善傾向は未だ現れておりません。蓄養まぐろ加工売上などの寄与

ともあわせ運賃収入は第１四半期連結累計期間の減少分もカバーし、当第２四半期連結累計期間は前年同期とほぼ同

額を計上いたしました。しかし燃料費において、価格の高止まりならびにインド洋海域での海賊行為のため、燃料油

価格の高い太平洋海域での集荷活動を余儀なくされたことなどにより、燃料費が前年同期比12.6％増の７億３千７百

万円となりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は20億３百万円（前年同期比２千９百万円 

1.4％減）、セグメント損失２億１百万円（前年同期はセグメント損失１億４千４百万円）と、第１四半期連結累計

期間より損失額が拡大しました。 

   

 ② 貿易事業 

 貿易事業につきましては、漁船向けの冷凍餌販売の拡充が大きく寄与しましたが、台湾遠洋まぐろ延縄漁船の主漁

場であるインド洋海域での海賊行為の継続・拡大により操業が大きく制限され、他海域においても漁獲不振により委

託手数料収入が大きく影響を受けた結果、売上高15億２百万円（前年同期比６千２百万円 4.0％減）、セグメント利

益２千３百万円（前年同期比３千４百万円 59.4％減）となりました。 

   

 ③ 洋上給油事業 

 洋上給油事業につきましては、当第２四半期連結会計期間においては第１四半期連結会計期間と比べて売上高・セ

グメント利益ともに増加しましたが、対象漁船減少による販売数量減少の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高

は16億４千万円（前年同期比２億４千１百万円 12.8％減）、セグメント利益２千４百万円（前年同期比５百万円 

18.3％減）となりました。 

   

 ④ 船舶貸渡事業 

 船舶貸渡事業につきましては、傭船料収入がUSドル建てであるため円高の影響を大きく受け、売上高１億９千1百

万円（前年同期比３千５百万円 15.6％減）、セグメント損失５千１百万円（前年同期はセグメント損失１千３百万

円）となりました。 

   

 ⑤ 不動産事業 

 不動産事業につきましては、売上高２百万円（前年同期比０百万円 25.9％減）、セグメント利益０百万円（前年

同期比１百万円 68.6％減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  ① 資産、負債及び純資産の状況 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ10億１千７百万円減少し、94億２千７百万円と

なりました。このうち流動資産は、前連結会計年度末に比べ８億４千万円減少し、53億７千８百万円となりました。

これは、現金及び預金が１億９千８百万円、受取手形・海運業未収入金及び売掛金１億２百万円ならびにその他に含

まれるその他未収入金２億４千５百万円などの減少によるものです。固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億７千

６百万円減少し、40億４千８百万円となりました。これは、船舶の減価償却費２億２千万円等によるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ５億６千７百万円減少し、59億４千１百万円となりました。これは、流動負債で

短期借入金３億４百万円等の減少によるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ４億４千９百万円減少し、34億８千５百万円となりました。これは利益剰余金

４億４千２百万円等の減少によるものです。 

 この結果自己資本比率は、前連結会計年度末より0.7ポイント減少し36.9%になりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



  ② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて

１億９千８百万円使用し10億６千８百万円となりました。 

 営業活動の結果獲得した資金は３億１千７百万円（前年同期は３億４千５百万円の獲得）となりました。これは主

に１億２百万円の売上債権の減少、その他に含まれるその他未収入金の減少等２億９千３百万円によるものです。 

 投資活動の結果使用した資金は１千万円（前年同期は４億７千３百万円の使用）となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出３千３百万円によるものです。 

 財務活動の結果使用した資金は４億９千２百万円（前年同期は４千６百万円の使用）となりました。これは主に短

期借入金の減少３億４千５百万円、配当金の支払額７千２百万円によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期第２四半期（累計）ならびに平成24年３月期の連結および個別業績予想数値を平成23年11月10日に

修正いたしました。海運事業においてまぐろ類の全海域での漁獲不振を受け、超低温冷蔵船の航海日数の伸長による

収支の悪化、ならびに燃料油価格の高止まりなどの影響により、平成23年８月10日に公表した平成24年３月期第２四

半期（累計）連結および個別業績予想数値を下方修正いたしました。また、平成24年３月期の連結および個別業績予

想数値につきましても、当初見込んでいた船腹調整による収益確保ではカバーできず、下方修正いたしました。 

  

  

     追加情報 

   （会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）  

     第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び 

   誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

   関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。  

  

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

海運業収益 2,259,332 2,194,911

海運業費用 2,322,202 2,348,837

海運業損失（△） △62,869 △153,926

貿易業収益 1,565,717 1,502,766

貿易業費用 1,426,756 1,377,787

貿易業利益 138,961 124,979

洋上給油事業収益 1,881,874 1,640,117

洋上給油事業費用 1,847,157 1,609,963

洋上給油事業利益 34,717 30,154

その他事業収益 1,549 710

その他事業費用 467 606

その他事業利益 1,082 104

売上総利益 111,892 1,311

販売費及び一般管理費 318,251 344,392

営業損失（△） △206,359 △343,080

営業外収益   

受取利息 27,455 21,014

受取配当金 2,460 2,469

為替差益 － 5,995

デリバティブ評価益 15,193 －

持分法による投資利益 1,801 －

その他 7,184 10,108

営業外収益合計 54,095 39,587

営業外費用   

支払利息 56,835 51,518

持分法による投資損失 － 7,934

為替差損 25,197 －

その他 3,960 7,837

営業外費用合計 85,993 67,289

経常損失（△） △238,257 △370,782

特別利益   

貸倒引当金戻入額 13,925 －

特別利益合計 13,925 －

特別損失   

投資有価証券評価損 25,782 －

特別損失合計 25,782 －

税金等調整前四半期純損失（△） △250,114 △370,782

法人税、住民税及び事業税 6,174 11,214

法人税等調整額 18,512 △11,930

法人税等合計 24,687 △716

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △274,801 △370,066

四半期純損失（△） △274,801 △370,066



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △274,801 △370,066

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,087 948

繰延ヘッジ損益 △16,394 △16,146

為替換算調整勘定 △1,045 △1,203

持分法適用会社に対する持分相当額 2,027 8,714

その他の包括利益合計 △22,500 △7,687

四半期包括利益 △297,302 △377,754

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △297,302 △377,754

少数株主に係る四半期包括利益 － －



（２）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,379,155 1,180,883

受取手形・海運業未収金及び売掛金 2,297,033 2,194,358

有価証券 17,604 17,607

商品及び製品 317,451 246,585

原材料及び貯蔵品 339,648 332,771

その他 1,898,188 1,471,809

貸倒引当金 △30,130 △65,213

流動資産合計 6,218,951 5,378,802

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 3,107,110 2,898,240

その他（純額） 664,617 676,905

有形固定資産合計 3,771,728 3,575,145

無形固定資産 4,001 3,494

投資その他の資産   

その他 449,858 470,080

貸倒引当金 △201 △270

投資その他の資産合計 449,656 469,810

固定資産合計 4,225,386 4,048,450

資産合計 10,444,337 9,427,252



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

海運業未払金及び買掛金 968,726 925,919

1年内償還予定の社債 190,000 155,000

短期借入金 1,237,900 933,400

未払法人税等 45,741 13,398

賞与引当金 17,700 12,200

その他 341,478 292,959

流動負債合計 2,801,546 2,332,877

固定負債   

社債 240,000 260,000

長期借入金 3,066,100 2,967,600

退職給付引当金 169,681 182,027

役員退職慰労引当金 145,606 142,093

その他 86,259 57,341

固定負債合計 3,707,646 3,609,061

負債合計 6,509,193 5,941,939

純資産の部   

株主資本   

資本金 890,000 890,000

資本剰余金 961,593 961,593

利益剰余金 2,117,424 1,675,281

自己株式 △14,851 △14,851

株主資本合計 3,954,165 3,512,022

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,876 8,824

繰延ヘッジ損益 △79,399 △95,546

為替換算調整勘定 52,501 60,012

その他の包括利益累計額合計 △19,021 △26,709

純資産合計 3,935,143 3,485,313

負債純資産合計 10,444,337 9,427,252



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △250,114 △370,782

減価償却費 235,848 229,679

持分法による投資損益（△は益） △1,801 7,934

貸倒引当金の増減額（△は減少） △54,838 35,151

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,333 △5,500

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,713 12,345

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,074 △3,513

受取利息及び受取配当金 △29,916 △23,484

支払利息 56,835 51,518

投資有価証券評価損益（△は益） 25,782 －

デリバティブ評価損益（△は益） △15,193 －

為替差損益（△は益） 44,368 16,955

売上債権の増減額（△は増加） 653,065 102,675

たな卸資産の増減額（△は増加） △112,023 77,743

仕入債務の増減額（△は減少） 3,215 △42,807

その他 52,108 293,444

小計 592,791 381,361

利息及び配当金の受取額 29,285 29,071

利息の支払額 △59,052 △51,910

法人税等の支払額 △217,931 △40,844

営業活動によるキャッシュ・フロー 345,093 317,676

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △192,739 △33,841

貸付けによる支出 △850,000 △675,000

貸付金の回収による収入 570,934 697,954

その他 △1,367 △34

投資活動によるキャッシュ・フロー △473,171 △10,920

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 400,000 △345,000

長期借入れによる収入 150,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △293,790 △358,000

社債の発行による収入 － 97,740

社債の償還による支出 △195,000 △115,000

配当金の支払額 △107,357 △72,381

その他 △141 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △46,289 △492,640

現金及び現金同等物に係る換算差額 △36,657 △12,383

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △211,025 △198,268

現金及び現金同等物の期首残高 1,131,992 1,267,172

現金及び現金同等物の四半期末残高 920,966 1,068,904



該当事項はありません。  

  

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１. セグメント損失の調整額137,671千円には、セグメント間取引消去1,680千円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用135,991千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属 

        しない一般管理費であります。  

（注）２. セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

  ２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１. セグメント損失の調整額138,493千円には、セグメント間取引消去1,680千円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用136,813千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属 

        しない一般管理費であります。  

（注）２. セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

  ２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額   
（注）２ 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 

事業 
船舶貸渡 

事業  
不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  2,032,326  1,565,717  1,881,874 227,006  1,549  5,708,474  －  5,708,474

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  － － 1,680  1,680  (1,680)  －

計  2,032,326  1,565,717  1,881,874 227,006  3,229  5,710,154  (1,680)  5,708,474

セグメント利益     

又は損失（△） 
 △144,805  58,389  29,470  △13,290 1,547  △68,688 (137,671)  △206,359

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額   
（注）２ 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 

事業 
船舶貸渡 

事業  
不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  2,003,322  1,502,766  1,640,117 191,588  710  5,338,506  －  5,338,506

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  － － 1,680  1,680  (1,680)  －

計  2,003,322  1,502,766  1,640,117 191,588  2,390  5,340,186  (1,680)  5,338,506

セグメント利益     

又は損失（△） 
 △201,309  23,688  24,076  △51,528 485  △204,587 (138,493)  △343,080

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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